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平成 28 年流山市教育委員会議第 10 回定例会会議録 

 

１ 日 時   平成 28 年 10 月 28 日（金曜日） 

開会  午前 10 時 00 分 

閉会  午前 11 時 15 分 

 

２ 場 所   流山市役所 委員会室 

 

３ 出席委員  委 員 長    井上 菊夫 

委員長職務代理者 杉浦  明 

委   員    浅井 真由美 

委   員    宮田 義則 

教  育  長    後田 博美 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 傍聴者   なし 

 

６ 出席職員  学校教育部長           小澤  豊 

生涯学習部長           戸部 孝彰 

生涯学習部次長兼生涯学習課長   玉田 雅則 

教育総務課長           長橋 祐之 

学校教育課長           山口 謙 

指導課長             佐藤 智子 

スポーツ振興課長         金子 邦晃 

公民館長             中西 直人 

図書・博物館長         小栗 信一郎 

         

７ 事務局職員 教育総務課長補佐兼庶務係長    大作 正巳 

      教育総務課庶務係主査       矢代 薫 

 

８ 議案等 

議案第 37 号 流山市スクールカウンセラーの設置に関する規則の一部を改正する 

規則の制定について 
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議案第 38 号 教育委員会表彰について 

報告第  8 号 臨時代理の報告について（教育財産の使用許可） 

報告第  9 号 臨時代理の報告について（流山市文化財審議会委員の委嘱） 

報告第 10 号 臨時代理の報告について（流山市史編さん審議会委員の委嘱） 

報告第 11 号 臨時代理の報告について（和解及び損害賠償の額の決定） 

 

９ 議事の内容 

（開会 午前 10 時 00 分） 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

 

 

 

開会に先立ちまして、私から一言申し上げます。 

本日より、９月定例市議会で同意を得て新たに教育委員に就任された宮田義

則委員が出席されております。 

また、空席となっておりました委員長の選挙を先ほど行いまして、井上菊夫

委員が新委員長に就任されました。合わせて、委員長職務代理者に杉浦明委員

が、会議録署名委員に浅井真由美委員が指定されましたことを御報告いたしま

す。 

ここで、宮田委員を紹介します。 

 

（宮田委員あいさつ） 

 

次に、教育委員会事務局職員を紹介いたします。 

 

（職員紹介） 

 

事務局一同、流山市の教育の推進に全力で取り組んでまいりたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、井上委員長、議事進行をお願いします。 

 

ただいまから、平成２８年流山市教育委員会議第１０回定例会を開会しま

す。 

まず、平成２８年流山市教育委員会議第９回定例会の会議録をお配りしてお

りますが、御意見、御指摘がございますか。 

 

（特になし との声あり） 
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井上委員長 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特になしということですので、承認することにいたします。 

それでは、教育長報告をお願いします。 

 

 それでは、教育委員会議第９回定例会以降の内容について、ご報告させてい

ただきます。 

① 10/1（土）に南流山小、流山小、流山北小、おおたかの森小、小山小の５

校、10/8（土）に東深井小、江戸川台小、新川小、西深井小の４校、10/10（月）

に西初石小が、秋季運動会を開催致しました。今年度は天候不順のため、日程

に苦慮した学校もありましたが、各学校とも、事故なく無事に終了することが

できました。教育委員の皆様には、ご臨席を賜りありがとうございました。 

② 10/6（木）南部中学校、10/12（水）常盤松中学校、10/26（水）小山小学

校、10/27（木）西初石小学校において、市教育委員会の計画訪問を開催し、

授業展開をもとに、授業の重点や指導方法の改善等について、研修会を行いま

した。 

③ 10/9（日）第５０回 流山市民体育大会総合開会式が行われ、今後、野球、

卓球など１８種目にわたり競技が行われます。当日は、功労賞などの表彰もあ

りました。また同日、第２５回 流山市ロードレース大会が行われ、４０００

人を超えるエントリーがあり、事故もなく無事終了しました。詳細につきまし

ては、担当課長よりご報告いたします。 

④ 同じく 10/9（日）、さわやか県民プラザ開所２０周年記念の集いが、同プラ

ザで開催されました。東葛６市からなる各種団体やボランティアによる運営

で、みんなで祝う会に相応しい素晴らしい集いとなり、２０周年を祝いました。 

⑤ 10/15(土)、第７０回東葛飾地方中学校駅伝競走大会が、管内中学校全校７

１校の参加で行われました。今年は、松戸市市民会館前をスタートに、野田市

陸上競技場をゴールとするコースで、選手は、約３２Ｋｍを１０区間で、競い

合いました。結果としては、常盤松中学校が３位に入賞、１２位 西初石中学

校、１８位 南部中学校、２７位 南流山中学校、２９位 北部中学校、３８位 八

木中学校、４０位 東深井中学校、５０位 おおたかの森中学校、５５位 東部

中学校の順となりました。全体的には市内の中学校はよく頑張っていたという

印象を持ちました。また、おおたかの森中学校は女子選手が２人走っており、

応援の方々から大きな声援をいただいておりました。また次年度に向けて頑張

って欲しいと思っております。 

⑥ 10/15(土)、10/16(日)に開催された平成２８年度千葉県児童生徒科学作品

展において、東部中学校１年の藤田瑞穂さんの作品名「カエルの音楽教室」が
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井上委員長 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

千葉県知事賞に、また、おおたかの森中学校３年の五十嵐岳君の「卓球ボール

発射台と回収機」が千葉県教育研究会理科教育会長賞、おおたかの森小学校５

年の伴野愛莉子さんの「おばけだ！にげろ！」が、優秀賞に輝きました。この

３点はこの後、全国展に進む予定です。また、優良賞に４作品、入選に７作品

と、本市の児童・生徒は科学作品展でも大活躍をしております。 

⑦ 10/20(木)、21(金)第５４回市内小中学校音楽発表会が、キッコーマンアリ

ーナで開催されました。今年は会場がキッコーマンアリーナに変更されたこと

から、保護者の方々にも、入場制限することなく参観いただきました。出場し

た児童・生徒を上回る方々に参観いただきましたと聞いております。講師の粟

飯原善男先生には、流山市の児童・生徒の鑑賞のマナーが大変良いことを含め、

ご指導いただきました。次年度につなげていけたらと考えています。 

⑧ 10/22(土)幼児教育支援センター附属幼稚園の運動会に出席しました。今年

度は、附属幼稚園５周年記念ということで、幼小連携を取り入れた種目や随所

に保護者の方々の手作りの種目が伺われ、参観した人からは、とても質の高い

運動会であったとの評価をいただいていました。大変喜ばしいと思っておりま

す。 

⑨ 10/25(火)平成２８年度流山市戦没者追悼式が、流山市生涯学習センターで

挙行され、式典への出席とともに献花を行いました。 

⑩ 10/27(木)流山市民生委員児童委員協議会の方が来庁され、１１月の児童虐

待防止推進月間にちなみ、募集された中から選ばれた標語の決定について、報

告がありました。今年度の最優秀賞は、小学生の部、八木北小学校６年杉本那

菜さんの「携帯の 画面見ずに 顔を見て」、中学生の部、南部中学校１年東

翔斗君の「手をつなぎ 心もつなぐ 家族の絆」が選ばれ、ポスターやクリア

ファイルの表紙になっております。以上です。 

 

ただいまの教育長報告に対しまして、質疑、意見等がありましたらお願いし

ます。 

 

 （特になし との声あり） 

 

 質問がないようですので、以上で教育長報告を終了いたします。 

これより議事に入りますが、議案第３８号「教育委員会表彰について」及び

報告第９号「臨時代理の報告（流山市文化財審議会委員の委嘱）について」、

報告第１０号「臨時代理の報告（流山市史編さん審議委員の委嘱）について」、
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井上委員長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育部長 

 

井上委員長 

 

杉浦委員 

 

 

 

 

指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第１１号「臨時代理の報告（和解及び損害賠償の額の決定）について」は、

個人に関する情報が含まれています。 

よって、流山市教育委員会会議規則第１３条第１項の規定により、非公開と

し、本日の議事日程につきまして当該案件を同会議規則第１０条第１項の規定

により、各課等報告の後に繰り下げたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし との声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第３８号、報告第９号、報告第１０号、報告第１１号につきま

しては、非公開とし、各課等報告の後に審議します。 

それでは議事に入ります。 

議案第３７号「スクールカウンセラーの設置に関する規則の一部を改正する

規則の制定について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

（スクールカウンセラーの委嘱要件、定数等を改める旨の説明） 

 

本案について質疑等ありましたらお願いします。 

 

各学校等の就学相談の件数がかなり増え、それに対応するために現在の５名

から１０名に増やす、というのは現場のニーズにも応え、良いことだと思いま

すが、実際に１０名としたところで、人的な確保はどれくらいの見通しなのか

ということと、来年の予算にはどのように反映されていくのでしょうか。 

 

まず、就学相談の件数について付け加えますと、昨年度末で２１１件だった

のですが、今年は１０月の時点で２２０件を超えておりますので、発達検査等

を行えるスクールカウンセラーのニーズが非常に増えています。人数の確保に

ついては、スクールカウンセラーの方はいろいろな市のカウンセラーであった

り、適応指導教室の相談員であったりと兼務されている方が多く、１人の方に

流山市だけを週３～４日確保するやり方ではなく、流山市で１日、柏市で２日、

船橋で１日、というように働いている方が非常に多く、その隙間をいただいて

火曜日でいいから来てください、というような形でお願いして何とか確保して

いるという経緯がありますので、人数を５名と限ってしまうと確保ができな
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杉浦委員 

 

指導課長 

 

 

井上委員長 

 

指導課長 

 

井上委員長 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

井上委員長 

 

 

い、という現状があります。また、産育休に入ってしまう方も多く、籍はあり

つつもほかの方にお願いするということもあります。予算等の見通しについて

は、問題ありません。 

 

今年よりは予算を多くする予定でしょうか。 

 

今年と同じくらいで大丈夫だと思います。１人のカウンセラーにたくさんは

お願いできないということです。 

 

人材確保のめどは立っているのですか。 

 

はい。 

 

ほかにご質問はありますか。 

 

（特になし との声あり） 

 

質問がないようですので、議案第３７号は、原案のとおり可決することにご

異議ありませんか。 

 

（異議なし との声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

よって議案第３７号は、原案のとおり可決することに決しました。 

次に、報告第８号「臨時代理の報告（教育財産の使用許可）について」を議

題とします。 

報告理由の説明をお願いします。 

 

（流山市立流山北小学校の敷地の一部において、防災備蓄倉庫として使用す

ることから、教育財産使用許可について、臨時代理した旨の説明） 

 

本案について質疑等ありましたらお願いします。 

 

 （特になし との声あり） 
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井上委員長 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

指導課長 

 

 

スポーツ振興

課長 

公民館長 

 

図書・博物館

長 

井上委員長 

 

杉浦委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問がないようですので、報告第８号は、原案のとおり了承することにご異

議ありませんか。 

 

 （異議なし との声あり） 

 

 ご異議なしと認めます。 

 よって報告第８号は、原案のとおり了承することに決しました。 

 次に各課等報告に移ります。指導課からお願いします。 

 

 （科学作品展について、東葛駅伝について、学力・学習状況調査について、

「社会を明るくする運動」作文コンテストについて、陶芸体験について報告） 

 

 （流山ロードレース大会、Ｂリーグの試合について報告） 

 

 （バリアフリー演劇鑑賞会の開催について報告） 

 

 （市内図書館における、秋の読書週間中のイベントについて報告） 

 

 以上の各課等報告への質疑、意見等がありましたらお願いします。 

 

 指導課から東葛駅伝の報告がありましたが、当日あるいは翌日までに全ての

中学校が、駅伝の結果や走っている様子などをホームページにアップしていま

した。学校も大変だったと思いますが、学校全体で取り組んでいるというのが

とてもよく分かるものだったと感じました。 

また、学力・学習状況調査の報告もありましたが、学力の結果は「こういう

結果なんだな」と分かり、生活習慣についても全国データと比較して「毎日同

じ時間に起きている児童が多い」、「家の手伝いをする児童が多い」等というの

も分かるのですが、これを敢えて広報に載せるのはどうなのかと感じました。

生活習慣と学習状況の相関を見たデータ、例えば「毎朝朝食を食べている子ど

もの正答率が比較的高い」とか「ニュースなどを観ている子どもの正答率が比

較的高い」などというような傾向を、学校のデータを分析して情報提供した方

が、広報を通じての市民への情報提供としてはいいのではないかと感じまし

た。今後そうしたこともご検討いただければと思います。 
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指導課長 

 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 そういった相関関係も、全国レベルで結果が出ておりますし、流山市として

も、市民の方にそういうことを伝えて、広報を読まれた方々が朝食をきちんと

作ってくださるとか、ご家庭の方に「生活習慣は規則正しくした方が自分の子

の力が伸びる」等の認識を持っていただける機会でもあるので、そういった分

析を載せるということも来年度の課題にしたいと思います。 

 

 「広報ながれやま」は原稿のスペースが確定しており、なかなかここでは表

現できないので、教育広報である「教育ながれやま」の見開き全面に全てのデ

ータを掲載しております。まずはそれを、それぞれのご家庭・学校・地域の方

にご覧いただければと思います。「広報ながれやま」に掲載する原稿の表現に

ついては、限られたスペースですが、もう少し工夫・検討をしていきたいと思

います。 

 

 流山市の結果グラフを見ると非常に良く、私としても嬉しく思います。こう

したことは、現場の先生方の士気高揚などにも使えるのではないかと思いま

す。「現場の先生方がよく頑張っているので、こうした結果がキープできてい

る」ということで、少しでもやる気を持っていただくとか、流山市の教育方針

は非常に良い等ということを理解していただける一助にもなると思います。ぜ

ひ機会があれば、現場の先生の活力となるよう使っていただきたいと思いま

す。 

 また、広報掲載の件ですが、現在小山小やおおたかの森小などで児童数が増

えており、保護者の方も教育に非常に関心が高いと思います。「母になるなら

流山」とＰＲしている訳ですから、予算等で無理かもしれませんが、例えば「広

報ながれやま」の別紙や別冊などを付け、もう少し詳しい分析を載せることが

できればいいと思います。せっかく良い結果のものなので、現場の先生を褒め

るとともに、保護者の方にＰＲしていくというのも一つのアイデアかと思いま

す。 

 

 市教委の計画訪問で、学校の概要を各学校が説明するのですが、その時にこ

の学力・学習状況調査を学校ごとに分析しています。市内全体の数値とそれぞ

れの学校では様子が違います。この違いをすぐ分析し、自分の学校には何が足

りないのかを明確にし、ホームページにあげるなど、各学校で報告しています。

また、結果は次年度のスタートであり、結果発表があったら、できるだけ早く
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浅井委員 

 

 

 

指導課長 

 

井上委員長 

 

 

宮田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員長 

分析し、原因や問題点を実際に子どもたちの指導に生かすことが大切だと思い

ます。市としてどうしているかというのは公のことであって、実際は、それぞ

れの学校が頑張っている積み重ねが結果として表れているのです。だから流山

市は大きく下がったりせず、一定の結果を維持しながらきています。広報の号

外のようなことができるかどうかは市長部局と協議しなければなりませんが、

何らかの形ではやっていきたいと思います。一番料金がかからないのはホーム

ぺージですが、ここでいかに明確にしていくかも大事ですので、そのあたりも

含めて検討したいと思います。 

 

 全国比較には、とても素晴らしい良いことしか載っていませんが、きっと全

国平均より下回る項目もあるのではないでしょうか。「教育ながれやま」には

マイナスはマイナスとして載せていただきたいと思います。 

 

 現在作成中です。 

 

 良い部分、悪い部分の事実関係をしっかりしないと次の発展につながりませ

んので、よろしくお願いします。 

 

 私は体育協会の陸上部の理事長もやっているので、今年の駅伝大会では審判

車に乗らせていただき、スタートから前半１５チームほどを見させていただき

ました。常盤松中の前評判が良かったのでとても期待しており、結果的に常盤

松中が３位となり、カップを持って帰ってきたので良かったと思っています。

それで、今年の結果を見ると、１０位までに我孫子市の学校が４校入っていま

す。調べてみないと分かりませんが、市内で４校入るというのは、多分小学校

の段階から指導しているのではないかと思います。小学生・中学生はのびしろ

があるので、小学生頃からそうしたところに目を向けて一生懸命やれば、中学

生で育ってきて良くなることもあります。我孫子市がどんな指導をしているの

か探ってみるのもいいのではないでしょうか。今回、常盤松中は３位に入った

ということで、走った選手が帰ってくるのを学校みんなで出迎え、すごい盛り

上がりだったそうです。こういうことがあると、学校全体が盛り上がっていい

なと思いますので、私も微力ながら、こういう方面には強いので、力を分けて

あげたいなと思っています。 

 

 そのほか、何かございますか。 
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井上委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特になし との声あり） 

 

 特にないようですので、各課等報告についての質疑を終了します。 

 続きまして、先ほど非公開と決定しました議案等の議事に入ります。 

 

（傍聴人がいないため、退席者なしで審議開始） 

 

議案第３８号「教育委員会表彰について」 

学校教育部長の説明後、審議に入り、原案どおり可決された。 

 

報告第９号「臨時代理の報告について（流山市文化財審議会委員の委嘱）」 

図書・博物館長の説明後、審議に入り、原案どおり了承された。 

 

報告第１０号「臨時代理の報告について（流山市史編さん審議会委員の委嘱）」 

図書・博物館長の説明後、審議に入り、原案どおり了承された。 

（主な質疑） 

（問）こうした委員は、年齢などに定めはあるのか。 

（答）年齢制限はない。 

（問）流山市史というのは何かを 1 冊作るのか、それともずっと続いていくも

のなのか。 

（答）今は「通史編」「文化財編」「民族編」「植物編」「史料編」と分かれ

ている。「史料編」は、古文書が続々と解読されているので、それについて情

報提供していく。「通史編」は、期間が長く昔のものであればそれを改訂する

作業と、新たに作る作業。その他、文化財等のカテゴリーに分かれているが、

「自然編」や「埋蔵文化財編」など、刊行されていないカテゴリーのものもあ

るので、そうしたことも市民に対して情報提供していく予定になっている。 

 

報告第１１号「臨時代理の報告について（和解及び損害賠償の額の決定）」 

図書・博物館長の説明後、審議に入り、原案どおり了承された。 

（主な質疑） 

（問）利用者が降りてきたら、あまり車が来ないところに突然車が来てびっく

りして転んだ、ということか。 

（答）図書館は、車は坂道のところで一旦停まることになっている。駐輪場は
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井上委員長 

 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉浦委員 

 

 

 

 

 

 

 

坂道の途中にあり上から自動車を見下ろす形になるが、その時点で車を視認し

て驚いて転倒したとのことだ。 

（問）その対策として、関係車両が来る等の掲示を出すとか注意喚起をするこ

とはしているのか。 

（答）直後に（「自転車は降りて通りましょう」と書いてある）看板をひとつ

増やし、もっと見やすい位置に設置した。また、助手席の人間が必ず車を降り、

歩行者や自転車の通行を確認の上、車を誘導する、という２点を改善策とした。 

 

（非公開案件終了） 

 

 以上をもって、本日の教育委員会議に付議された案件の審議は、終了いたし

ました。 

その他協議する事項がありましたらお願いします。 

 

 （特になし との声あり） 

 

 それでは私から１点ご報告があります。千葉県総合教育センターで、教育長

と教育委員の研修会があり、私と杉浦委員、浅井委員と３名で出席しました。

「新しい教育委員会の取り組みにおける現状と課題について、教育委員会の果

たす役割を考える」というテーマで各地域の教育委員会の方々からご報告を受

けましたが、流山市は充分に活動をしているのだという感想を持ちました。そ

の後、分科会があり、私は「開かれた学校づくり」に参加しました。他の地域

の方々もいろいろやっておられましたが、流山市も遜色ないという感想を持ち

ました。引き続き頑張ってやっていただきたいと思います。第３分科会には杉

浦委員と浅井委員が参加しましたので、感想があればお願いします。 

 

 第３分科会は「新しい教育委員会制度のもとでの首長、市長との連携」とい

うテーマで、県の行政説明、茂原市の具体的な説明がありました。主な話題は

「総合教育会議の持ち方」で、その中でいかに首長と情報を共有するか、ある

いは教育委員がどれだけ情報を持っているか、現状を理解するためにどんなこ

とをしているか、という話をしました。県の行政説明と、県の教育委員が最後

のまとめを話されたのですが、先日北部中が県の教育委員会で行った地域支援

本部の話が、地域と学校をつなぐもの、そこに委員会なり市がどう絡むか、そ

の典型的な例として話していたのが印象的でした。 
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浅井委員 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上委員長 

 

 

 

井上委員長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 同じく総合教育会議の分科会に参加しましたが、私はまだ１度も出ていない

ので、流山市には総合教育会議はあるのか、ということと、年に６回もやって

いるという市もあり、そうなると教育委員会議は打ち合わせになってしまうの

ではないのか、という感想を持ちました。 

 

 全体会議での千葉県の教育委員会の方の話で非常に良いと思ったのが、教育

委員と現場の教員の方とのミーティングを設け、意思の疎通をしっかりやるこ

とが重要、という話です。今度、機会を作っていただければありがたいと思い

ました。分科会の方では、麗澤大学の副学長をされた方が最後の総括をされま

したが、その中で、先生方は忙しいと言っているばかりでなく、意識改革して

やるべきこと、やらなくてもよいことの仕分けをやる必要があるのではないか 

ということと、地域の教育力をどのように高めるかが今後の課題であるという

話をされていました。 

 

 総合教育会議についてですが、流山市では昨年は３回行いました。 

 それと、井上委員長が話されたように、我々は現場の声をいかに反映するか

ということは極めて重要だと考えています。また、現在一番の課題は、児童数

が非常に増加している地域を今後どうするかということですが、こうした状況

を教育委員の方にはぜひ知っていただきたいと考えており、そのためにもデー

タを公開していくことは必要であると思っています。教育委員の方に状況を理

解していただいた上で、会議に臨んでいただくことができるよう考えていま

す。 

 

その他、ございますか。 

 

 （特になし との声あり） 

 

それでは次回の教育委員会議について、事務局からお願いします。 

 

 次回の教育委員会議は、１１月１７日 木曜日、午前１０時からとしたいと

思いますが、いかがでしょうか。場所については、後日お知らせします。 

 

 （次回の日程協議） 
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井上委員長 

 

 

 次回の教育委員会議は、１１月１７日 木曜日、午前１０時から開催するこ

ととします。以上で、平成２８年流山市教育委員会議第１０回定例会を終了し

ます。 

  

（閉会 午前 11 時 15 分） 


